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特集「奈良県ドクターヘリ」
～　村民の命を救う現場に密着　～
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－特集－  「奈良県ドクターへリ」

　

平
成
29
年
３
月
か
ら
運
航
が
開
始
さ
れ
た
奈
良
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
。

　

総
合
病
院
ま
で
距
離
が
あ
り
、搬
送
に
時
間
が
か
か
る
十
津
川
村
で
は
、

一
刻
を
争
う
事
態
で
大
活
躍
し
、村
民
の
命
を
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
こ
と
を
も
っ
と
良
く
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
そ
の
業
務
に
励
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー

に
取
材
し
ま
し
た
。

│
特
集
│ 

「
奈
良
県
ド
ク
タ
ー
へ
リ
」

〜
村
民
の
命
を
救
う
現
場
に
密
着
〜
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－特集－  「奈良県ドクターへリ」

ドクヘリ離着陸場一覧

ドクターヘリ出動内訳ドクターヘリと救急車の比較

H
H

H

H H

H

H

H

H

H
H

H

H

＜県内地域別＞＜山間部における医師の処置可能時間＞

救急車
約58分

約15分
約 43 分の時間短縮

吉野(南部)
約50%

東部
約20%

中部
約10%
奈良市・
北西部
約20%

＜事故種別＞

資料：十津川村
（平成29年3月21日～平成30年2月28日の実績）資料：東京消防庁（2002年調べ）、 奈良県地域医療連携課

資料：十津川村

Ｑ
１　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
使
っ
た

ら
高
い
請
求
が
く
る
の
で
は
？

Ａ　

利
用
し
た
患
者
の
負
担
は

発
生
し
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、医
師
が
救
急
現
場
や

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
中
で
行
っ
た
医

療
行
為
へ
の
負
担
は
必
要
で
す
。

Ｑ
２　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
ど
う
や

っ
て
呼
ぶ
の
？

Ａ　

消
防
本
部
や
救
急
隊
が
呼

び
ま
す
。

　

１
１
９
番
通
報
を
受
け
た
消

防
本
部
の
人
が
事
故
の
大
き
さ
や

患
者
の
容
態
を
聞
い
て
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
出
動
を
要
請
し
ま
す
。

教えて！
 ドクヘリ

急病
約60%

その他
約10%

一般負傷
約20%

交通事故
約10%

ドクターヘリ

＜コスト＞※１回の出動費用

救急車
約4万5千円

約62万5千円
ドクターヘリ

※片道の搬送時間
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－特集－  「奈良県ドクターへリ」

8：00 ～
【点検】
ドクターヘリのパイロット・整備士による機
体・無線の点検、ドクター・ナースによる資器
材の搬入と機材の点検を行います。
安全な運航と適切な処置を行うため、毎日
の点検作業はとても重要な作業です。

8：40 ～（パイロット、整備士、ＣＳ）
【運航管理】
パイロット、整備士、ＣＳは、ドクターヘリの
要請まで、運航管理室で待機します。
出動要請にすぐ対応できるよう、天候や雲の
状況を確認し、ヘリの状況を１時間ごとに
確認します。

8：30 ～
【朝礼】
ドクターヘリのドクター、ナース、パイロット、
整備士、ＣＳ（運航管理者）が前日の引継ぎ
事項や連絡事項の確認を行います。
ドクターヘリのチーム体制は、毎日担当が変
わるため、安全な運航のためには情報伝達
は欠かせません。

〈ドクターヘリ業務の1日〉
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－特集－  「奈良県ドクターへリ」

16：30 ～
【撤収作業・夕礼】
ドクターヘリの出動時間は、日没時
間を参考にして決められています。
ドクターヘリに搬入していた資器材
を撤収し、当日の連絡事項を確認
し、明日の運航に備えます。
パイロットと整備士は、ヘリの運航
に関わらず、点検作業を行います。

8：40 ～（ドクター、ナース）
【救急業務】
ドクター・ナースは、ドクターヘリの
要請まで、救急初療室で救急患者
の受入の支援を行っています（南
奈良総合医療センターのドクター
とナースの場合）。
ドクターヘリの要請で緊急出動す
ることもあるため、救急患者の受入
業務は、サポート役に徹します。

出動要請があれば
【出動】
救急事案により、各消防からドクターヘリの要請連絡があり、ＣＳが電話を受
けます。
天候などを判断し、ＣＳとパイロットがドクターヘリの出動を決定します。取
材当日も出動の要請がありましたが、悪天候のため、出動を断念していました

ドクヘリ機材紹介

Ｑ
３　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
普
段
ど

こ
に
い
る
の
？

Ａ　

奈
良
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、

大
淀
町
の
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
あ
り
ま
す
。

　
フ
ラ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
を
乗
せ
て
す

ぐ
に
飛
び
立
て
る
よ
う
待
機
し
て

い
ま
す
。

Ｑ
４　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
ど
こ
に
降
り

る
の
？

Ａ　

あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
離
着
陸

場
か
ら
、現
場
近
く
の
離
着
陸
場
を
選

ん
で
降
り
ま
す
。

　
十
津
川
村
で
は
、13
か
所
の
離
着
陸

場
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、離
着
陸
場
ま

で
は
、救
急
車
が
患
者
を
運
び
ま
す
。

教えて！
 ドクヘリ

シリンジポンプ

生体モニター

トーマスバッグ

人工呼吸器

酸素ホース
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－特集－  「奈良県ドクターへリ」

＜ドクター＞ ＜ナース＞ ＜パイロット＞ ＜整備士＞ ＜CS＞

（
植
山
ド
ク
タ
ー
）時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
、処
置
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
緊
張
感
が
あ
り
ま
す
。
ヘ
リ
に
患
者
を
乗
せ
る
と
音
が
う
る
さ
く
聴
診

が
出
来
ず
、会
話
も
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
、下
半
身
の
処
置

が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
奥
村
ナ
ー
ス
）ナ
ー
ス
も
患
者
の
観
察
を
数
秒
で
行
わ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ

の
中
で
は
、ド
ク
タ
ー
へ
意
見
し
た
り
、二
人
で
こ
う
し
よ
う
と
相
談
し
て
で
き

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

（
植
山
ド
ク
タ
ー
）ナ
ー
ス
の
役
割
が
普
通
の
救
急
の
現
場
よ
り
も
重
要
で
す
。

（
左
近
パ
イ
ロ
ッ
ト
）い
ち
早
く
患
者
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
着
く
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
天
候
不
良
時
は
、現
場
で
刻
々
と
状
況
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、搬
送
先

の
病
院
へ
行
く
ま
で
の
天
候
が
大
丈
夫
か
Ｃ
Ｓ
を
通
し
て
情
報
を
収
集
し
ま
す
。

（
左
近
パ
イ
ロ
ッ
ト
）１
１
９
番
通
報
で
詳
し
い
状
況
を
伝
え
た
方
が
良
い
で
す
。

（
植
山
ド
ク
タ
ー
）通
報
の
内
容
で
、消
防
が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
必
要
性
を
判
断
し

ま
す（
キ
ー
ワ
ー
ド
方
式
を
採
用
）。
病
気
の
と
き
は
、持
病
や
薬
の
情
報
も
教

え
て
ほ
し
い
で
す
。
治
療
に
あ
た
り
必
要
が
あ
れ
ば
、家
族
が
同
乗
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、基
本
は
、患
者
さ
ん
以
外
が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
同
乗
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
利
用
で
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
は
？

Ｑ
．
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
利
用
に
よ
る
医
療
行
為
で
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

ド
ク
ヘ
リ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

〜
へ
き
地
医
療
への
想
い
〜

①植山　徹
　（うえやまとおる）
②橿原市
③１年
④奈良医大（※1）
　南奈良（※2）

①奥村 英樹
　（おくむらひでき）
②広陵町
③１年
④五條病院
　南奈良（※2）

①左近 隆友
　（さこんたかとも）
②川西町
③４年
④航空会社
　ヒラタ学園（※3）

①北村 至白
　（きたむらみちあき）
②神戸市
③１０年以上
④航空会社
　ヒラタ学園（※3）

①網野 裕弥
　（あみのゆうや）
②大阪市
③３年
④航空会社
　ヒラタ学園（※3）

ドクターヘリに携わるメンバー紹介（取材当日のメンバー）

患
者
の
命
を
預
か
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
に

携
わ
る
メ
ン
バ
ー
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

①氏名
②住まい
③ドクヘリ
　業務年数
④経歴

写真

（※1）奈良医大・・・奈良県立医科大学附属病院　（※2）南奈良・・・南奈良総合医療センター　（※3）ヒラタ学園・・・奈良県ドクターヘリの運航委託会社



－特集－  「奈良県ドクターへリ」

（
奥
村
ナ
ー
ス
）ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
乗
り
た

く
て
、看
護
師
に
な
り
ま
し
た
。
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
に
乗
る
た
め
に
は
、本
人
の
希

望
も
尊
重
さ
れ
ま
す
が
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

に
搭
乗
で
き
る
技
量
を
持
っ
て
い
る
か
ど

う
か
を
上
司
に
判
断
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
医
療
技
術
と
知
識
も
必
要

で
す
が
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
必

要
で
す
。
限
ら
れ
た
物
、人
材
、時
間
で

患
者
さ
ん
を
助
け
ら
れ
る
か
と
い
う
と
こ

ろ
が
私
た
ち
の
大
事
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。

（
植
山
ド
ク
タ
ー
）仕
事
を
始
め
た
と
き
か

ら
、救
急
科
に
入
っ
て
や
っ
て
い
る
の
で
、ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
は
救
急
専
門
医
で
な
い
と
無

理
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
奈
良
県
に
も
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
は
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
ド
ク
タ
ー
カ
ー
に
比
べ
て
制
約
は
あ

り
ま
す
が
、短
時
間
で
広
範
囲
を
カ
バ
ー

で
き
ま
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
使
い
方
は

地
域
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。

（
網
野
Ｃ
Ｓ
）航
空
機
が
好
き
で
、航
空
会

社
に
入
り
ま
し
た
。
現
在
は
、ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
運
航
管
理
を
メ
イ
ン
で
行
っ
て
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
業
務
に
携
わ
れ
る
の

で
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
も
関
わ
れ
て
良
か
っ

た
で
す
。

（
左
近
パ
イ
ロ
ッ
ト
）ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
が
足
り
な
い
状
況
で
す
。
か
な
り

の
運
航
経
験
が
必
要
で
、本
人
の
希
望
も

必
要
で
す
。
職
人
技
の
よ
う
な
も
の
で
す

ね
。
技
術
の
他
に
も
、チ
ー
ム
適
性
が
あ

る
か
ど
う
か
も
重
要
で
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
運
航
に
あ
た
っ
て
は
、安
全
第
一
で
、

時
間
の
無
駄
も
で
き
な
い
た
め
、緊
張
感

が
あ
り
ま
す
。

（
左
近
パ
イ
ロ
ッ
ト
）ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
着
陸

さ
せ
て
も
ら
う
時
に
、騒
音
の
問
題
や
砂

ほ
こ
り
が
舞
い
上
が
り
、地
元
の
方
に
迷

惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の

命
を
救
う
た
め
、迅
速
か
つ
安
全
に
気
を

つ
け
な
が
ら
、地
域
の
方
へ
も
配
慮
し
て
い

ま
す
が
、皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
北
村
整
備
士
）ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
着
陸
し

た
ら
運
航
や
患
者
さ
ん
へ
の
処
置
に
も
影

響
す
る
た
め
、近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

Ｑ
．
最
後
に
何
か
一
言
あ
れ
ば

　
　

お
願
い
し
ま
す
？

Ｑ
．
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
業
務
へ
の

　
　

想
い
は
？

村報とつかわ 2018.57

Ｑ
５　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
は
誰
が

乗
っ
て
い
る
の
？

Ａ　

フ
ラ
イ
ト
ド
ク
タ
ー
、ナ
ー
ス
、パ

イ
ロ
ッ
ト
、整
備
士
が
乗
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
と
ナ
ー
ス
は
、特
別
な

訓
練
を
受
け
て
い
ま
す
。ま
た
、ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
は
、運
転
経
験
の
豊
富
な
パ

イ
ロ
ッ
ト
し
か
操
縦
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
６　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
時
速

何
キ
ロ
で
飛
べ
る
の
？

Ａ　

最
高
時
速
２
５
４
キ
ロ
で

飛
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

実
際
の
運
航
速
度
は
２
３
０

キ
ロ
ほ
ど
で
す
。患
者
を
最
大

２
人
ま
で
搬
送
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

私
は
昨
年
５
月
、仕
事
を
終
え
て
、近
所
で
用

事
を
し
て
い
る
と
き
に
胸
の
激
し
い
痛
み
に
襲
わ

れ
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
病
院
に
緊
急
搬
送
さ
れ
ま
し

た
。
検
査
の
結
果
、急
性
大
動
脈
解
離
だ
と
診
断

さ
れ
、12
時
間
に
も
及
ぶ
手
術
を
受
け
ま
し
た
。

　

一
時
は
寝
た
き
り
の
生
活
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
、孫
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
茶
摘
み
な
ど
も

で
き
る
ほ
ど
に
回
復
し
ま
し
た
。

　

あ
の
時
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
す
ぐ
に
搬
送
、治
療

し
て
い
た
だ
い
た
か
ら
こ
そ
、早
く
回
復
で
き
た

と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

教えて！
 ドクヘリ

ドクターヘリ利用者の声

千葉 陽子さん
（大字大野）
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議
会
だ
よ
り

平
成
29
年
度
補
正
予
算

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
，６
７

１
万
円
を
減
額
し
、総
額
を
60
億
３
３

５
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
，５
２
０
万

２
千
円
を
減
額
し
、総
額
を
５
億
３
，７

９
７
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
２
１
万
６
千

円
を
減
額
し
、総
額
を
６
，１
２
３
万
７

千
円
と
し
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
，５
９
６
万

８
千
円
を
減
額
し
、総
額
を
２
億
２
３

５
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，８
１
９
万

７
千
円
を
減
額
し
、総
額
を
６
億
９
，０

１
２
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
６
０
万
円
を

減
額
し
、総
額
を
３
，２
０
９
万
９
千
円

と
し
ま
し
た
。

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
95
万
円
を
追
加

し
、総
額
を
２
億
３
，６
２
８
万
３
千
円

と
し
ま
し
た
。

●
貯
木
場
等
維
持
管
理
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
，４
１
５
万

６
千
円
を
減
額
し
、総
額
を
４
億
８
，０

８
０
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
十
津
川
温
泉
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
２
万
３
千

円
を
追
加
し
、総
額
を
２
，９
５
８
万
４

千
円
と
し
ま
し
た
。

●
湯
泉
地
温
泉
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
万
５
千
円
を

追
加
し
、総
額
を
１
，６
６
９
万
８
千
円

と
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
当
初
予
算

●
一
般
会
計
予
算 

57
億
３
０
０
万
円

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

　
　

４
億
５
，９
９
６
万
７
千
円

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　
　

６
，５
８
１
万
９
千
円

●
国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
業
特
別
会
計
予
算

　
　

１
億
９
，６
６
３
万
４
千
円

●
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

　
　

６
億
９
，５
０
５
万
円

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

　
　

２
億
４
，３
１
９
万
５
千
円

●
貯
木
場
等
維
持
管
理
事
業
特
別
会
計
予
算

　
　

４
億
９
，７
２
４
万
３
千
円

●
十
津
川
温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算

　
　

３
，３
３
３
万
１
千
円

第
１
回
定
例
会

専
決
処
分
の
承
認

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、次
の
議

案
に
つ
い
て
専
決
処
分
が
報
告
さ
れ
、承
認

し
ま
し
た
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

※

工
事
名 

高
森
の
郷
施
設
改
修
工
事

※

契
約
の
相
手
方 

藤
村
建
設
株
式
会
社

※

変
更
前
請
負
金
額　
　

７
１
，１
７
２
，０
０
０
円

※

変
更
後
請
負
金
額

７
１
，７
４
３
，３
２
０
円

※

変
更
に
よ
る
増
額 

５
７
１
，３
２
０
円

●
平
成
29
年
度
十
津
川
村
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
５
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
，５
４
３
万

４
千
円
を
追
加
し
、総
額
を
61
億
８
，０

０
６
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
３
月
９
日（
金
）か
ら
19
日（
月
）ま
で
、十
津
川
村
議
会「
第
１
回
定
例

会
」を
開
催
し
、平
成
29
年
度
補
正
予
算
や
平
成
30
年
度
当
初
予
算
、条
例
改
正
な

ど
を
審
議
し
ま
し
た
。
会
期
中
に
は
、更
谷
村
長
が
平
成
30
年
度
の
施
政
方
針
、桝

井
教
育
長
が
教
育
方
針
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、７
人
の
議
員
が
村
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
審
議
し
た
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。
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専
決
処
分
の
承
認

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、次
の
議

案
に
つ
い
て
専
決
処
分
が
報
告
さ
れ
、承
認

し
ま
し
た
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

※

工
事
名 

高
森
の
郷
施
設
改
修
工
事

※

契
約
の
相
手
方 

藤
村
建
設
株
式
会
社

※

変
更
前
請
負
金
額　
　

７
１
，１
７
２
，０
０
０
円

※

変
更
後
請
負
金
額

７
１
，７
４
３
，３
２
０
円

※

変
更
に
よ
る
増
額 

５
７
１
，３
２
０
円

●
平
成
29
年
度
十
津
川
村
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
５
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
，５
４
３
万

４
千
円
を
追
加
し
、総
額
を
61
億
８
，０

０
６
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
湯
泉
地
温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算

　
　

１
，４
７
３
万
１
千
円

●
財
産
区
大
字
迫
西
川
特
別
会
計
予
算

　
　

４
５
１
万
５
千
円

条
例
制
定

●
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に

関
す
る
条
例

　
　

法
律
に
基
づ
き
、公
益
的
法
人
等
へ
の

職
員
の
派
遣
等
に
関
し
、必
要
な
事
項

を
定
め
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
の
基
準
等
に
関
す

る
条
例

　
　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
指
定
権
限

が
、県
か
ら
村
に
移
譲
さ
れ
る
た
め
、指
定

居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び

運
営
の
基
準
等
に
つ
い
て
定
め
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
森
林
づ
く
り
審
議
会
設
置
条
例

　
　

十
津
川
村
森
林
づ
く
り
審
議
会
の
組

織
及
び
運
営
に
つ
い
て
、必
要
な
事
項
を

定
め
ま
し
た
。

条
例
改
正

●
十
津
川
村
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
　

携
帯
電
話
基
地
局
の
追
加
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
め
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
空
き
家
活
用
住
宅
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
　

空
き
家
活
用
住
宅
の
追
加
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
め
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
運
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
　

利
用
者
の
要
望
に
応
じ
た
デ
マ
ン
ド

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
め
ま
し
た
。

●
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
、費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

報
酬
と
費
用
弁
償
で
支
給
す
る
た

め
、条
例
の
一
部
を
改
め
ま
し
た
。

●
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、条
例
の
一
部
を

改
め
ま
し
た
。

●
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
廃
止

に
伴
い
、条
例
の
一
部
を
改
め
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
立
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　

保
育
料
の
無
償
化
の
実
施
に
伴
い
、条

例
の
一
部
を
改
め
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　

国
保
県
単
位
化
に
伴
い
、県
に
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る

た
め
、条
例
の
一
部
を
改
め
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

県
に
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金

を
納
付
す
る
た
め
、条
例
の
一
部
を
改
め

ま
し
た
。

●
十
津
川
村
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
第
55
条
の
２
新
設
に
伴
い
、条
例
の
一

部
を
改
め
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に

伴
い
、条
例
の
一
部
を
改
め
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
係
る
基
準
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

国
の
基
準
省
令
の
改
正
に
伴
い
、条
例

の
一
部
を
改
め
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、設
備
及
び
運
営
並
び
に
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
係
る
基
準
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

国
の
基
準
省
令
の
改
正
に
伴
い
、条
例

の
一
部
を
改
め
ま
し
た
。

●
十
津
川
村
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護

予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
係
る
基
準

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

国
の
基
準
省
令
の
改
正
に
伴
い
、条
例

の
一
部
を
改
め
ま
し
た
。

●
上
野
地
駐
車
場
設
置
及
び
管
理
運
営
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

上
野
地
駐
車
場
の
使
用
料
変
更
に
伴

い
、条
例
の
一
部
を
改
め
ま
し
た
。

条
例
廃
止

●
十
津
川
村
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
設
置

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
　

十
津
川
村
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の

廃
止
に
伴
い
、条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

●
救
急
車
の
運
行
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

　
　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
に
権
限
移
譲

さ
れ
た
た
め
、条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。
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道
路

●
村
道
の
変
更
認
定
に
つ
い
て

　
　
旧
国
道
滝
・
大
津
呂
線
の
延
長
を
変

更
し
ま
し
た
。

　
　人

事
●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

　
　

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、同
意

し
ま
し
た
。 

（
敬
称
略
）

西　
　
　

邦　

啓（
川　

津
）

玉　

置　

幹　

嘉（
折　

立
）

鎌　

塚　

秀　

光（
玉
垣
内
）

●
十
津
川
村
情
報
公
開
審
査
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

　
　

任
期
満
了
に
伴
う
情
報
公
開
審
査
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、同
意
し
ま
し

た
。 

（
敬
称
略
）

森　
　
　

伊
津
子（
上
野
地
）

　

阪　

口　

弘　

子（
風　

屋
）

松　

田　

紀
代
美（
込
之
上
）

藤　

森　

弘　

晴（
七　

色
）

鎌　

塚　

秀　

光（
玉
垣
内
）

●
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　
　

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い

て
同
意
し
ま
し
た
。 

（
敬
称
略
）

桝　

井　

恒　

好（
上
野
地
）

そ
の
他

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

※

施
設
名　

昴
の
郷
温
泉
保
養
館「
星
の
湯
」

　
　
　
　
　

昴
の
郷
温
泉
プ
ー
ル

　
　
　
　
　

昴
の
郷
野
外
ス
テ
ー
ジ

　
　
　
　
　

昴
の
郷
温
泉
ス
タ
ン
ド

　

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

十
津
川
観
光
開
発
株
式
会
社

※

施
設
名 

上
野
地
駐
車
場

　

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

大
字
上
野
地

※

施
設
名 

十
津
川
村
北
部
老
人
憩
の
家

　

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

二
村
区
第
一
老
人
ク
ラ
ブ

※
施
設
名 

十
津
川
村
南
部
老
人
憩
の
家

　

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

四
村
区
第
一
老
人
ク
ラ
ブ

※

施
設
名　

十
津
川
村
特
別
養
護
老
人　

　
　
　
　

ホ
ー
ム「
高
森
の
郷
」

　

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　
　
　

十
津
川
村
社
会
福
祉
協
議
会

※

施
設
名

十
津
川
村
山
村
振
興
セ
ン
タ
ー

　

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　
　
　

十
津
川
村
商
工
会

※

施
設
名 

十
津
川
村
林
業
会
館

　

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　
　
　

十
津
川
村
森
林
組
合

※

施
設
名　

十
津
川
村
神
納
川
地
区
生
活

　
　
　
　

改
善
セ
ン
タ
ー

　

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体 

神
納
川
区

※

施
設
名　

十
津
川
村
平
谷
地
区
生
活
改

　
　
　
　

善
セ
ン
タ
ー

　

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体 

四
村
区

※

施
設
名　

十
津
川
村
重
里
地
区
生
活
改

　
　
　
　

善
セ
ン
タ
ー

　

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体 

西
川
区

※

指
定
の
期
間（
全
施
設
）

　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

●
財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

※

大
字
五
百
瀬　

旧
校
舎
、屋
内
運
動
場
、

　
　
　
　
　
　

教
職
員
宿
舎
１
〜
６
号

※

無
償
貸
付
の
相
手
方

　
　

神
納
川
農
山
村
交
流
体
験
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

澤
渡　

孝
夫

一
般
質
問

▼
質
問
　
災
害
時
の
地
域
防
災
計
画
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

 

（
井
向
　
久
昭
議
員
）

▼
答
弁　

村
全
体
の
避
難
場
所
な
ど
が
わ

か
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
作
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、平
成
28
年
３
月
に
十
津
川
村
地
域
防

災
計
画
を
策
定
し
、村
内
一
時
避
難
所
を

１
０
０
か
所
、う
ち
二
次
避
難
所
を
28
か

所
指
定
し
て
お
り
、各
地
区
の
方
々
に
は

防
災
訓
練
な
ど
で
場
所
の
お
示
し
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、認
識
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な

ど
を
想
定
し
た
対
応
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、ご
高
齢
の
方
や
子
ど
も
さ
ん
で
も
わ
か

り
や
す
い
内
容
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
早
急

に
作
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。
避
難
場
所
の

標
記
以
外
に
も
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
配
置
場
所
や
ヘ

リ
ポ
ー
ト
場
の
場
所
を
入
れ
る
な
ど
検
討

し
、事
業
所
や
学
校
に
も
配
布
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

も
聞
き
な
が
ら
、出
来
る
だ
け
早
く
周
知
で

き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
質
問
　
在
宅
介
護
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
対
策
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
お
伺
い
し

ま
す
。

 

（
榊
本
　
正
文
議
員
）

▼
答
弁　

現
在
、施
設
介
護
か
ら
在
宅
介

護
に
移
行
し
て
い
る
中
で
、い
ろ
ん
な
課
題

が
あ
り
ま
す
。
施
設
入
所
と
在
宅
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
さ
れ
る
場
合
と
で
は
、介
護
保
険

の
給
付
費
に
大
差
が
あ
る
ほ
か
、在
宅
は
介

護
す
る
家
族
に
精
神
的
負
担
が
か
か
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
村
に
お
い
て
も
、多
く
の

高
齢
者
は
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
最
期
ま

で
暮
ら
し
続
け
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
地
域
で
の
緩

や
か
な
見
守
り
の
中
で
、安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
て
い
く
事
を
目
的
に
実
践
し
て
い
る

「
高
森
の
い
え
」の
考
え
方
を
７
区
に
広
げ
、

全
村
に
広
げ
、助
け
合
い
支
え
あ
い
の
精
神

で
、最
期
ま
で
暮
ら
せ
る
地
域
作
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ
や
保

健
師
、居
宅
介
護
支
援
事
業
所
と
連
携
し
、

都
会
と
は
違
っ
た
個
別
対
応
で
、気
持
ち
に

寄
り
添
う
形
で
自
宅
訪
問
を
重
ね
、介
護

者
の
精
神
的
な
不
安
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
、

要
介
護
者
や
家
族
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
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い
く
事
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
質
問
　
大
字
大
野
に
お
け
る
作
業
道
開
設

事
業
に
係
る
責
任
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

 

（
小
西
　
規
夫
議
員
）

▼
答
弁　

今
回
の
一
件
は
、村
民
の
財
産
を

毀
損
す
る
と
い
う
、あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事

案
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
森
林
境

界
明
確
化
を
村
が
、森
林
作
業
道
の
開
設
を

森
林
組
合
が
、指
導
、助
言
を
県
が
行
う
と

役
割
分
担
を
し
て
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

所
有
者
に
無
断
で
作
業
道
が
開
設
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、村
民
の
財
産
を
毀
損
し
、ま

た
解
決
が
遅
れ
、そ
の
損
害
賠
償
を
支
払
う

と
い
う
事
態
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、責
任

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
本
件
に
つ
い
て
は
、

森
林
組
合
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、協
議
が
整
い
次
第
、村
長
と
し
て
の

責
任
を
明
確
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
事
を
教
訓
に
、丁
寧
な
事
業
進
行
に

努
め
な
が
ら
、村
の
存
亡
を
か
け
た
林
業

再
生
、振
興
の
た
め
に
不
可
欠
な
集
約
化

施
業
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
所

有
者
及
び
御
家
族
、地
元
の
方
々
に
多
大

な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
質
問
　
十
津
川
高
等
学
校
は
、生
徒
数

の
減
少
に
よ
り
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る

が
、存
続
さ
せ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
施
策

を
展
開
さ
せ
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

 

（
温
井
　
利
一
議
員
）

▼
答
弁　

平
成
30
年
度
の
十
津
川
高
校
へ

の
入
学
出
願
者
数
は
、３
月
６
日
時
点
で

26
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

３
月
８
日
に
は
、奈
良
県
教
育
委
員
会

の
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、県
立
高
校
の
統

廃
合
や
削
減
に
着
手
す
る
再
編
計
画
を
盛

り
込
ん
だ
方
針
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

再
来
年
か
ら
高
校
大
学
接
続
に
よ
る
入

試
改
革
が
行
わ
れ
る
の
を
チ
ャ
ン
ス
に
、基

礎
的
な
学
力
向
上
や
課
題
解
決
能
力
を
向

上
さ
せ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
、率
先

し
て
自
分
で
や
っ
て
、自
分
で
考
え
る
と
い

う
考
え
方
の
導
入
、公
営
塾
の
設
置
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座
な
ど
の
導
入
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

十
津
川
高
校
は
、こ
の
村
に
と
っ
て
必
要

で
あ
り
、歴
史
と
伝
統
あ
る
十
津
川
高
校

存
続
の
た
め
に
、高
校
、同
窓
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ

や
役
場
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、知
恵
を
出

し
合
い
、誰
も
が
行
き
た
い
、行
か
せ
た
い

高
校
に
な
れ
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
質
問
　
十
津
川
村「
こ
こ
ろ
豊
か
な
む

ら
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
あ

る
森
林
関
連
産
業
以
外
の
産
業
に
つ
い
て

の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

 

（
玉
置
　
公
三
議
員
）

▼
答
弁　

十
津
川
村
の
地
方
創
生
は
、

我
々
に
し
か
作
り
出
せ
な
い
資
源
が
あ
り

ま
す
。
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
視
点

を
持
っ
た
展
開
と
い
う
も
の
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
、村
の
資
源
を
活
用
し
、視
野
を

広
げ
て
い
く
新
た
な
取
り
組
み
の
基
盤
を

整
備
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
移
住
定
住
に

繋
が
っ
て
い
く
の
で
、こ
の
村
の
価
値
観
を

広
い
視
野
で
、今
の
時
代
に
合
っ
た
も
の
に

広
げ
て
い
く
と
い
う
の
が
重
要
な
時
期
で

あ
り
、色
々
知
恵
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、ス

ピ
ー
デ
ィ
に
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
に
お
い
て
、が

ん
ば
る
事
業
者
応
援
補
助
金
を
計
上
し
、

従
来
の
起
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
型
の
補
助
金
に

加
え
、異
業
種
分
野
へ
の
拡
大
、事
業
再

生
・
継
承
な
ど
を
行
う
事
業
者
に
対
し
て

１
５
０
万
円
を
限
度
と
し
て
事
業
費
の
４

分
の
３
を
補
助
す
る
事
業
拡
大
型
の
メ

ニ
ュ
ー
を
追
加
し
て
お
り
ま
す
の
で
、後
継

者
の
育
成
支
援
等
に
ご
活
用
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、旅
館
・
民
宿
業
に
つ
い
て
も
、後
継

者
不
足
な
ど
が
今
後
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

民
泊
等
宿
泊
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
も
対
応

し
な
が
ら
、満
足
度
の
高
い
魅
力
的
な
温

泉
地
と
な
る
よ
う
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
質
問
　
産
業
振
興
・
観
光
振
興
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

 

（
中
嶋
　
大
樹
議
員
）

▼
答
弁　

十
津
川
村
の
温
泉
は
、疾
病
予

防
に
効
果
的
で
あ
る
と
医
科
学
的
に
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
長
期
滞
在
客
の
誘
客
の
可

能
性
は
あ
り
ま
す
が
、湯
治
場
や
療
養
温

泉
と
し
て
ど
の
よ
う
な
経
営
を
行
っ
て
い
く

の
か
研
究
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
あ
る
資
源
を
活
用
し
、心
身
再
生

の
郷
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、こ
の
村
を
訪
れ
て

く
れ
る
人
に
お
も
て
な
し
を
し
て
い
く
の

が
、今
後
、よ
り
重
要
な
時
期
に
来
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
先
人
が
作
っ
て
く

れ
た
観
光
資
源
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

人
が
来
て
く
れ
る
た
め
に
は
、住
む
者
が
伝

統
、歴
史
、文
化
を
継
承
し
、そ
の
中
で
新

た
な
も
の
を
大
き
な
視
野
で
取
り
組
ん
で

い
く
事
が
、今
後
の
大
き
な
観
光
の
方
向
に

な
り
、こ
の
村
を
愛
す
る
気
持
ち
こ
そ
が
、

一
番
の
観
光
資
源
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

産
業
や
観
光
に
も
波
及
し
て
、そ
れ
ぞ
れ

が
協
力
し
、資
源
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
を
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
質
問
　
飲
料
水
の
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

 

（
千
葉
　
浩
一
議
員
）

▼
答
弁　

水
が
な
い
と
生
活
は
で
き
ま
せ

ん
。
何
よ
り
も
大
切
な
問
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
村
が
関
わ
っ
て
い
る
施
設

で
85
か
所
、個
人
管
理
の
施
設
は
１
０
０

か
所
以
上
あ
り
ま
す
が
、各
大
字
か
ら
は
、

濁
る
、高
齢
化
に
よ
り
管
理
が
で
き
な
い
、

水
源
地
へ
の
管
理
道
整
備
が
大
変
、お
金
は

出
す
か
ら
村
で
み
て
ほ
し
い
と
い
う
よ
う

な
要
望
が
多
く
あ
り
ま
す
。
今
、地
域
の

方
々
に
見
回
り
を
し
て
い
た
だ
き
、問
題
な

く
給
水
さ
れ
て
い
る
施
設
の
老
朽
化
も
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
だ
け
広
い
村
の
中
で
の
財
源
の
事

も
あ
り
ま
す
し
、議
員
か
ら
は
水
道
公
社

の
提
案
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、安
心
し

て
水
を
供
給
す
る
に
は
ど
う
い
う
方
法
が

あ
る
の
か
と
い
う
事
を
水
道
審
議
会
で
議

論
し
、し
っ
か
り
審
議
を
重
ね
て
、十
津
川

村
の
水
道
運
営
の
一
定
の
方
向
性
を
示
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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４
月
６
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
、村
内
の
保
育
所
、小
学
校
、中
学
校
で
入
園
・
入
学
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
学（
園
）し
た
の
は
、保
育
所
14
人
、小
学
校
14
人
、中
学
校
18
人
で
す
。

　

新
し
い
友
だ
ち
が
増
え
て
、た
く
さ
ん
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

入
園
・
入
学

　
　
お
め
で
と
う
！

み
ど
り
保
育
所

山本　楓真ちゃん
そうま

田花　凜ちゃん
りん

後藤　夢実ちゃん
かなみ

大谷　優脩ちゃん
ゆうな

勝山　京ちゃん
きょう

森　朱鞠ちゃん
しゅまり

孫入　蘭ちゃん
らん

榊本　珠菩琉ちゃん
みはいる

栗原　由翔ちゃん
ゆう

愛須　優磨ちゃん
ゆうま

小田　裕二郎ちゃん
ゆうじろう

太田　香奈恵ちゃん
かなえ

中嶋　乃絵ちゃん
のえ

小林　直樹ちゃん
なおき

上
野
地
保
育
所

小
原
保
育
所
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十
津
川
第
一
小
学
校

十
津
川
第
二
小
学
校

十津川中学校

浦　　　暉・大海　幸生
垣内　健吾・瀧本　伊吹
千葉　　翔・千葉　陽希
千葉　幸星・東　　憲伸
深瀬　天瑠・冨戸野拓海
松實　俊輝・乾　　百音
後木　智陽・亀本　璃乃
滝　　琉美・玉置　優花
則本　みお・東峯　心菜

【順不同・敬称略】

岡田　昊大くん
こうだい

平井　楓大くん
ふうた

 

愛須　未彩希さん
みさき

池田　ゆめさん

山本　愛梨さん
あいり

中西　美織さん
みおり

小林　春樹くん
はるき

温井　心音さん
ここね

森　芽瑠さん
める

後木　葉月さん
はづき

小田　燿大くん
あきひろ

平井　萌愛さん
もあ

西　かんなさん

瀧本　祐子さん
ゆうこ
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４
月
18
日
、五
條
市
、野
迫
川
村
、十
津
川
村
で
構
成
す
る
内
吉
野

土
木
協
議
会
に
よ
る
国
土
交
通
省
や
奈
良
県
選
出
の
国
会
議
員
へ
の

国
道
１
６
８
号
整
備
に
関
す
る
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
要
望
で
は
、３
月
26
日
に
豆
市
ト
ン
ネ
ル（
仮
称
）が
貫
通

し
た
こ
と
か
ら
、十
津
川
道
路
Ⅰ
期（
折
立
か
ら
平
谷
間
）の
供
用
開

始
年
度
の
早
期
公
表
と
十
津
川
道
路
Ⅱ
期（
平
谷
か
ら
七
色
間
）の

早
期
事
業
化
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
の
高
橋
政
務
官
と
石
川
道
路
局
長
へ
の
要
望
に
は
、

田
野
瀬
太
道
衆
議
院
議
員
と
堀
井
巌
参
議
院
議
員
に
も
同
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。
高
橋
政
務
官
は「
十
津
川
道
路
Ⅰ
期
は
、平
成
31
年

度
に
開
通
す
る
予
定
。
十
津
川
道
路
Ⅱ
期
の
事
業
化
は
、国
直
轄
部

分
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
、事
業
化
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
」と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

村
で
は
６
日
に
役
場
前
で
啓
発
活
動
が
行
わ

れ
、治
安
協
議
会
や
こ
だ
ま
の
里
の
人
た
ち
が

啓
発
物
品
を
配
り
な
が
ら
安
全
運
転
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

村
内
各
地
で
も
、飲
酒
運
転
根
絶
や
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
着
用
な
ど
を
呼
び
か
け
る
啓
発
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

内
吉
野
土
木
協
議
会
に
よ
る
要
望
活
動

い
つ
も
心
に
交
通
安
全
！

　

３
月
30
日
、上
野
地
の
北
部
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、奈
良
女
子

大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

奈
良
女
子
大
学
は
、十
津
川
村
な
ど
の
自
治
体
と
連
携
し
、

学
生
が
地
域
へ
入
り
、魅
力
を
感
じ
る
こ
と
で
、大
学
卒
業
後
に

地
域
で
働
く
人
を
増
や
す
取
組
を
平
成
27
年
よ
り
進
め
て
い

ま
す
。

　

県
内
で
は
、下
市
町
、野
迫
川
村
に
続
い
て
の
奈
良
女
子
大
学

サ
テ
ラ
イ
ト
の
開
所
と
な
り
ま
す
。

　

月
に
１
回
程
度
、奈
良
女
子
大
学
の
学
生
が
和
室
の
部
屋
を

サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て
使
用
し
、十
津
川
村
の
暮
ら
し
な
ど
を
勉

強
し
て
い
き
ま
す
。

奈
良
女
子
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
開
所

高橋国土交通大臣政務官

石川道路局長
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教育だより
第116号

　

十
津
川
村
の
自
然
や
文
化
を
題
材
に
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
土
井
麻
利
江
さ
ん
が
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
15
日
に
は
、十
津
川
村
の
村
章「
菱
十
」の

成
り
立
ち
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ロ
ゴ
の
木
の
名
札
を
つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
十
津
川
村
の
魅
力
を
再
発
見
し
、暮
ら

し
の
知
識
を

学
ぶ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま

す
。ぜ
ひ
ご
参

加
下
さ
い
。

【問い合わせ】
村教育委員会事務局
TEL
0746(62)0067

日　時：６月20日（水）

会　場：体育文化センター
　　　　（湯之原）

対象者：55歳以上の村民

内　容：カローリング等の
　　　軽スポーツ

参加料：1,000円（昼食付）

持ち物：上靴、タオル等

お知らせ

　

４
月
１９
日
、十
津
川
第
一
小
学
校

の
４
〜
６
年
生
の
児
童
が
二
人
一
組

で
協
力
し
て
プ
ラ
ン
タ
ー
に
土
を

入
れ
、カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
球
根
を
植

え
ま
し
た
。み
ん
な
が
仲
よ
く
助

け
合
い
、笑
顔
で
学
校
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
て
、

「
人
権
の
花
」を
育
て
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
き
れ
い
な
花
が
咲

く
の
が
楽
し
み
で
す
。

■育てよう「人権の花」
十津川第一小学校で栽培

　

４
月
26
日
、奈
良
県
警
察
本
部

や
十
津
川
警
察
庁
舎
の
警
察
官
を

講
師
に
招
き
、村
内
の
小
学
校
で
、

全
校
児
童
を
対
象
に
、交
通
安
全

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

入
学
し
た
ば
か
り
の
１
年
生
ら

低
学
年
の
児
童
は
、特
に
一
時
停
止

や
安
全
確
認
の
大
切
さ
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

■交通安全教室を開催
小学生に交通ルールを指導

■ものづくりで十津川の文化を学習
十津川×works 　ワークショップを開催

■文化財通信
新種の桜「クマノザクラ」

　

紀
伊
半
島
南
部
に
、「
ク
マ
ノ
ザ

ク
ラ
」
と
い
う
新
種
の
サ
ク
ラ
が

分
布
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。野
生

種
と
し
て
は
約
１
０
０
年
ぶ
り
の

新
種
発
表
で
、開
花
時
期
が
早
く
、

葉
が
や
や
小
ぶ
り
な
こ
と
な
ど
が

特
徴
で
す
。

　

村
史
自
然
調
査
の
一
環
で
、村
内

の
サ
ク
ラ
に
つ
い
て
も
調
査
を

行
っ
て
お
り
、十
津
川
村
で
も
広
い

範
囲
で
こ
の
ク
マ
ノ
ザ
ク
ラ
が
分

布
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

村
内
に
は
ク
マ
ノ
ザ
ク
ラ
以
外

の
野
生
の
サ
ク
ラ
も
分
布
し
て
お

り
、開
花
が
早
い
だ
け
で
は
ク
マ
ノ

ザ
ク
ラ
と
断
定
で
き
な
い
こ
と
も

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

村
史
編
さ
ん
委
員
会
で
は
、今

後
も
継
続
し
て
サ
ク
ラ
の
調
査
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

皆さん、お誘いあわせの上、
ふるってご参加下さい！

昨年の写真

シルバー運動会

（自然調査）



　　　　　　　　－　庁　　外　－
衛生センター　 63-0391
小原診療所　　 63-0040
歴史民俗資料館 62-0137

し尿処理場　 63-0291
上野地診療所 68-0207
体育文化センター 63-0067

観光協会　　　 63-0200
泉湯　　　　　 62-0090
温泉プール　　 64-0762
北部保健センター 68-0017
十津川警察庁舎 63-0110

道の駅十津川郷 63-0003
庵の湯　　　　 64-1100
社会福祉協議会 64-0666
商工会　　　　62-0132
五條消防大塔分署 0747-36-0317

　  －　役場以外　－
森林館(古ル野) 62-0567
滝の湯　　　　62-0400
高森の郷　　　64-1800
森林組合　　　64-0301
五條消防十津川分署 64-1190
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お
知
ら
せ

【
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
〜
労
働
保
険
年
度
更
新
は

お
早
め
に
〜
】

　

平
成
３０
年
度
の
労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）の
年
度
更
新
申
請
書
は
、５
月
末
ご
ろ
に

事
業
所
あ
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、早
め
の
申

告
・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

期
日
ま
で
に
申
告
書
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、

政
府
が
保
険
料
な
ど
の
額
を
決
定
し
、さ
ら
に

追
徴
金（
保
険
料
な
ど
の
１０
％
）を
課
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

■時

<

申
告
・
納
付
期
間>

６
月
１
日（
金
）〜
７
月
１０
日（
火
）

■問奈
良
労
働
局
総
務
部　

労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
７
４
２
│
３
２
│
０
２
０
３

ま
た
は
、管
轄
労
働
基
準
監
督
署
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク（
公
共
職
業
安
定
所
）

【
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
事
業
助
成
に

つ
い
て
】

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
す
た
め
に
、各
地
域
に
お
い
て
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む
団
体
な
ど
で
、

助
成
対
象
に
選
定
さ
れ
る
と
活
動
経
費
の
一
部
が

助
成
さ
れ
ま
す
。

※

助
成
額
は
対
象
事
業
費
の
４
分
の
３
以
内（
千

円
未
満
切
り
捨
て
）と
し
、上
限
額
３０
万
円
。

■時４
月
９
日（
月
）〜
５
月
２５
日（
金
）

■問社
会
福
祉
法
人　

奈
良
県
共
同
募
金
会

〒
６
３
４
│
０
０
６
１

橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０
番
１１

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
４
階

　

☎　
　

０
７
４
２
│
３
２
│
０
２
０
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
４
４
│
２
９
│
０
１
７
４

【
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
の
ご
案
内
】

　

富
士
山
麓
の
自
然
豊
か
な
キ
ャ
ン
プ
場
で
、全

国
か
ら
集
ま
る
青
少
年
が
、キ
ャ
ン
プ
生
活
や
富

士
登
山
な
ど
の
野
外
活
動
を
共
に
し
な
が
ら
友

情
を
深
め
、協
力
し
助
け
合
う
楽
し
さ
を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

■申公
益
財
団
法
人　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

７
月
５
日（
木
）ま
で

■時７
月
３１
日（
火
）〜
８
月
４
日（
土
）の
４
泊
５
日

■所静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

■問公
益
財
団
法
人　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

〒
１
４
１
│
０
０
３
１

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７
│
１
５
│
４

第
三
花
田
ビ
ル
４
階

☎
０
３
│
６
４
１
７
│
９
７
２
１
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募
　
集

【
Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）検
査
を
実
施
し
ま
す
】

　

６
月
１
日（
金
）〜
６
月
７
日（
木
）は
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
普
及
週
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）は
予
防
と
早
期
発
見
、早

期
治
療
が
大
切
な
た
め
、一
度
は
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。

※

電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

※

検
査
は
匿
名
で
、無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

■時

<

休
日
検
査>

６
月
３
日（
日
）午
前
９
時
〜
１１
時

<

常
設
検
査>

毎
月
第
１・３
月
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
１１
時

■所
　

内
吉
野
保
険
所

■問内
吉
野
保
健
所
地
域
生
活
係

五
條
市
本
町
３
丁
目
１
│
１
３

☎
０
７
４
７
│
２
２
│
３
０
５
１

【
福
祉
・
介
護
職
へ
の
就
職
を
希
望
さ
れ
る
皆
様

へ
】

　

福
祉
・
介
護
職
場
へ
の
就
職
や
転
職
を
希
望
さ

れ
る
人
、福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
人
を
対

象
に
、社
会
福
祉
施
設
・
社
会
福
祉
事
業
者
な
ど

と
の
合
同
就
職
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

※

事
前
申
し
込
み
や
履
歴
書
、参
加
費
は
不
要

で
す
。

■時７
月
１
日（
日
）

午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分

■所奈
良
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
２
階

奈
良
市
法
華
寺
町
２
５
４
│
１

■問奈
良
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
４
│
２
９
│
０
１
６
０

【
消
防
職
員
募
集
】

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
で
は
平
成
３０
年
度
奈

良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
職
員
採
用
試
験（
前

期
）の
募
集
を
行
い
ま
す
。

※

受
験
対
象
は
大
学
卒（
年
齢
上
限
28
歳
ま
で
）

■申５
月
21
日（
月
）〜
６
月
８
日（
金
）

※

郵
送
の
み

■時１
次
試
験　

６
月
２４
日（
日
）

２
次
試
験　

７
月
１９
日（
木
）

３
次
試
験　

８
月
１
日（
水
）・２
日（
木
）

■所１
次
試
験　

畿
央
大
学（
広
陵
町
）

２
次
試
験　

香
芝
市
総
合
体
育
館
な
ど

３
次
試
験　

天
理
消
防
署

■問奈
良
県
広
域
消
防
組
合
試
験
選
考
委
員
会（
人

事
部
人
事
企
画
課
内
）

☎
０
７
４
４
│
２
０
│
１
１
１
９

情報広場です

　 －　役場代表　－
電 話  0746(62)0001
FAX  0746(62)0210
IPﾌｫﾝ  050-5004-6720
　　　050-5004-6721
　　　050-5004-6722

　　－　庁舎２階　－
総務 （総務・防災）62-0001
　　 （企画）62-0910
産業 （観光）62-0004
　　 （農業）62-0005
　　 （林業）62-0909
教育 62-0003・62-0067

　　－　庁舎１階　－
住民 62-0900・62-0911
財政 62-0903
建設 62-0033（直通）
　　 （道路）62-0904
　　 （ダム）62-0907
　　 （水道）62-0908

福祉 62-0901・62-0902
施設 62-0905
出納 62-0906

　　－　庁舎３階　－
議会事務局 62-0002
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△

×

×

△

○

○

○

○

貧血検査 眼底検査 腹部エコー

検　　査　　項　　目

※1 基本項目について、身体計測（身長･体重･BMI･腹囲）、血圧測定、血液検査（脂質、肝機能、血糖）、検尿、
　　問診、診察の全ての検査を受けていただきます。一部の検査のみを受けることはできません。
※2 胃がんリスク検診は実施可能（血液検査で胃がんになりやすい状態か確認する検査）
※3 検査機器がない医療機関では実施できません。

夏の総合健診とは、国民健康保険の「特定健康診査」と後期高齢者医療制度の「健康診査」の総称です。

○：実施　△：医師が必要と認めた時のみ　×：実施しない

肺がん
（結核） 大腸がん 胃がん 前立腺がん心電図

○

○

○

○

○

○

○

×

平成30年度  十津川村夏の総合　健診（検診）を受診しましょう！！

お問い合わせ：住民課　☎62-0911（直通）

  対象者：昭和 54 年３月 31 日までに生まれた人健診（検診）申し込み方法

■申込期限：平成30年６月１日（金）必着

国民健康保険の人

後期高齢者医療制度の人

生活保護を受けられている人

基本項目については、けんぽ協会へ
がん検診については、役場住民課へ
お申し込み下さい。

５月中旬に対象となる世帯へ
※個別に申込書を送付します。
　ご返送下さい。

※3

※2

※2

社会保険の人
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8月06日(月)

8月07日(火)

8月08日(水)

8月09日(木)

8月10日(金)

8月 1日～12月28日

8月 1日～12月28日

8月 1日～H30年1月31日

集団

個別

個別

個別

健　診　場　所日　　程 健診の種類

【注意事項】　１．胃がん（バリウム）検診は、集団健診のみで実施
　　　　　　２．腹部超音波(エコー)検査は、中川医院のみで実施
　　　　　　３．県内医療機関は、基本項目、心電図、貧血検査の実施

検査項目をご確認のうえ、ご都合の良い健診(検診)場所をお選び下さい。

基本項目

○

○

○

○

平谷地区生活改善センター

北部保健センター

十津川村住民ホール

十津川村住民ホール

竹筒公民館 

上野地・小原診療所

中川医院

県内医療機関(病院･クリニックなど）

平成30年度  十津川村夏の総合　健診（検診）を受診しましょう！！

健診基本項目など※

胃がん検診（または胃がんリスク検診）

肺がん（結核）、大腸がん検診

前立腺がん検診（男性のみ）

合　計

500 円

500 円

500 円

500 円

2,000 円
※健診基本項目などには、心電図と貧血検査を含んでいます。

健診（検診）費用一覧
健診（検診）の種類 自己負担

※1



　村では、村内の地域資源を活用し、村内で新しく起業を行う人、既に事業を営ん

でいて新たに異業種分野の事業を始める人、事業の再生・継承を行う人を対象に

補助金を交付します。

●対 象 者：村内において地域資源を活用した起業等を予定している個人または法人で、十津
川村に約10年以上定住する意思がある55歳未満の人（村税の滞納がある人を除く）。

●補助金額：起業等に係る経費の４分の３以内
（10万円～最大150万円）※人件費や飲食費などは補助対象外

がんばる事業者を応援します!

村内の資源
（産物・自然など）
を有効活用

●申請締切：随時募集　※予算がなくなり次第受付を終了します。
●申請方法：所定の申請書に必要書類を添えて下記まで持参または郵送して下さい。
　　　　　　　（申請書類が必要な人は下記までご連絡下さい。）

※補助金の交付決定を受けた年度から３年目の年度末までに村内に居住する人を正規の従業員として
　雇用した場合は、さらに100万円の追加補助を受けることができます。

●新しく起業を行う人
●新たに異業種分野の事業を
　始められる人
●事業の再生・継承を行う人

村

起業等

補助金を交付

十津川村役場産業課（観光グループ）
　
●〒637-1333　奈良県吉野郡十津川村大字小原225番地の1
●直通　0746-62-0004　●FAX　0746-62-0210
●メール：kankou@vill.totsukawa.lg.jp

お問い合わせ
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年金事務所相談窓口の混雑が予想されます

ご相談・お手続きの際は

のうえ来訪願います

①スムーズに相談できます!

ご予約すると・・・

②相談内容にあったスタッフが事前に
　準備のうえ、丁寧に対応します!

予約

予約相談の実施時間帯 8：30～18:00（月曜日）
8：30～16:00（火～金曜日）
9：30～15:00（第2土曜日）

※月曜日が祝日の場合は、翌日以降の開所日初日に18:00まで予約相談をお受けします。

予約の申し込みは「ねんきんダイヤル」へ!

0570-05-1165
○予約相談希望日の1か月前から前日まで受付しています。
○ご予約の際は、今回送付した年金請求書をお手元に準備して下さい。
○お近くの年金事務所でも受付しています。

▶大和高田年金事務所 ☎0745（22）3531
▶住民課（国民年金窓口） ☎0746（62）0900

お問い合わせ ――――
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健康だより

2.　検診費用

平成30年度  十津川村がん検診（集団）申し込みのお知らせ

※ 国民健康保険、後期高齢者医療保険の人の健康診査と同日になります。
※ 前立腺がん検診は、原則3年1回の検診です。
※ 胃がんリスク検診は、過去受けたことがない人が対象です。一度受けたら再度受ける必要はありません。

1.　日 程 表

胃がん検診 肺がん(結核)検診
大腸がん検診

前立腺がん検診平谷地区生活改善センター
北部保健センター

十津川村住民ホール

竹筒公民館

8月 6日(月)
8月 7日(火)
8月 8日(水)
8月 9日(木)
8月10日(金)

5月31日は、

日程 検診場所 検査項目

※ 原則2年に1回の検診です。

乳がん検診 子宮頸がん検診平谷地区生活改善センター

十津川村住民ホール

北部保健センター

6月29日(金)午後
6月30日(土)午前
6月30日(土)午後
7月 1日(日)午前

日程 検診場所 検査項目

胃がん
(胃がんリスク)

500円

500円

男性(1,500円)

女性(2,000円)

500円

500円

肺がんと
セット
肺がんと
セット

500円

500円 500円

禁煙週間 平成 30 年 5月 31 日(木)～平成 30 年 6月 6日(水)
テーマ 「2020 年、受動喫煙のない社会を目指して～たばこの煙から子ども達をまもろう～」

大腸がん肺がん
(結核) 前立腺がん 乳がん 子宮頸がん

　十津川村在住で社会保険に加入されている人のうち、会社などでがん検診を受ける機会がない人は、村で実
施するがん検診を自己負担500円（差額は村が負担します）で受けることが出来ます。
　日本人の2人に1人はがんにかかり、3人に1人はがんで亡くなります。この機会にがん検診を受けるように
しましょう。

社会保険に加入している人へ

お電話でお申し込み下さい。お問い合わせ：住民課  ☎62-09113.　申込方法
申し込み締め切り：６月１日(金)まで

世界禁煙デー



山本早矢香（武　蔵）平井由太郎（風　屋）

ご 結 婚ご 結 婚
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4月
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4月

日

日

日

日

日

日

（谷　瀬）

（大　野）

（七　色）

（小坪瀬）

（小山手）

（滝　川）

（敬称略）

人のうごき
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みなさまのご相談をお待ちしています
☎0747(22)8005

各月第3水曜日に開催!
五條市の北本弁護士による無料法律相談
各月第３水曜日 14時～17時
（8月は第4水曜日）
役場第１会議室
（場所が変更される場合があります）
※毎月3人まで相談可。（電話予約が必要です）
五條本町法律事務所 北本弁護士まで

偶数月（４・６・８・10・12・２月）
の開催になります。

お誕生日おめでとう！

十津川高校だより

□
学
校
行
事

○
第
73
回
入
学
式

　

４
月
11
日（
水
）に
本
校
体
育
館
に
お
い
て
、第
73
回
入

学
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

新
入
生
は
普
通
コ
ー
ス
18
人
、工
芸
コ
ー
ス
10
人
の
計

28
人
が
入
学
し
、晴
れ
や
か
な
気
持
ち
で
入
学
式
に
臨
み

ま
し
た
。

　

新
入
生
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

○
顕
彰
寮
・
清
香
寮
入
寮
式

　

入
学
式
に
引
き
続
き
、学
校
寮
の
入
寮
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

本
年
度
は
新
入
生
が
20
人
入
寮
し
、２
年
生
、３
年
生

と
合
わ
せ
て
全
体
で
55
人
の
生
徒
が
寮
で
の
共
同
生
活
を

送
り
ま
す
。

　

新
入
寮
生
を
代
表
し
て
中
岸
涼
さ
ん(

本
宮
中
学
校
出

身)

が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

峯廻　拓実ちゃん（平谷）
5月25日生まれ（満2歳）

いつものお散歩コース
    みんなに声をかけてもらって
    とってもご機嫌です♪

父…貴史　母…佳子

たくみ

大前　芽生ちゃん（平谷）
4月21日生まれ（満1歳）

我が家のアイドル☆
笑顔いっぱい
おおきくな～れ！！

父…裕司　母…教子

めい

玉田 シズ子

上谷　良一

知地理　稔

田中 美知子

大 谷 　 勉

鎌倉 世志子

入寮宣誓

２組（工芸コース）

１組（普通コース）
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  「
心
身
再
生
の
郷
」 

●世帯数　1,799世帯（＋18世帯）

●人　口　3,343人（＋11人）

【平成30年5月１日現在  （　）は前月比】

男性  1,672人（＋13人）
女性  1,671人（－2人）

　今月号の表紙になっているドク
ターヘリの取材に行ってきました。
　取材当日は雨の影響もあり、ヘリ
が出動することはありませんでした
が、１日で５回ほど出動する日もあ
るそうです。
　十津川村への出動件数は県下の
市町村で最も多く、約２割を占めて
います。
　今後、皆さんがドクターヘリを見
かけたり利用される機会もあるかも
しれません。その際は、今回の特集
記事を思い出していただき、ご理解
とご協力をお願いします。  （Ｙ・K）

写真：十津川写真クラブ

集落の絶景
森林植物公園の石楠花（大字小川）

使い切らない 空にしない 切らさない　１週間分の備蓄を日常に

小原診療所 
☎ 0746（63）0040
☎ 0746（62）0920

土曜診療日受付／ 8:30 ～ 11:15

診療所からお知らせ
受付／小　原  8:30 ～ 11:15
　　　上野地 14:00 ～ 15:15

整形外科診療日

診療時間／神納川･東中14:30 ～ 15:15
　　　　　　　  玉垣内14:00 ～ 15:30

出張診療

月　日 診療所
5
6
6
6

月
月
月
月

24
7
7
21

小 原 診 療 所
小 原 診 療 所
上野地診療所
小 原 診 療 所

午前
午前
午後
午前

日（木）
日（木）
日（木）
日（木）

小原診療所
5
6
6

月
月
月

日
日
日

（土）
（土）
（土）

26
9
23

第 4 週
第 2 週
第 4 週

（木）153/（木）175/ （木）146/

（火）126/（木）315/（火）155/

（火）196/（火）56/（火）225/

場　所 期　日
神納川地区
生活改善センター
東中公民館
玉垣内集会所
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